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まず始めに、2013年3月期第3四半期を総括いたし
ます。 

 
当第3四半期累計期間における業績は、順調に推移
し、売上高は過去最高となり、前年同期と比較して
7.4%の増収で着地いたしました。 

 
ポイントとして、次の4点が挙げられます。 
 

一つ目に、直営店は取扱組数は前年同期比4.6%増、
また第3四半期での平均単価は、2008年3月期以来5
期ぶりの400万円超えとなりました。 

 

二つ目に、海外・リゾートウェディング事業は、前
年同期比14.3%の増収となりました｡リゾートウェディ
ングではハワイ･グアムの取扱組数が増加、またアジ
ア婚礼プロデュースもパーティの施行数拡大が売上高
の増加に寄与し、順調にシェアを拡大しております。 

 

三つ目に、ホテル婚礼受託事業は､全提携先で営業､
施行が開始しました。その結果、プロデュース型の売
上高は前年同期と比較して25.7%の増収となりまし
た。 
 

四つ目に、有利子負債削減を計画通り推進しており
ます。当第3四半期末時点では、昨年末に連結子会社
化いたしました(株)ブライズワード及び同社取得に伴
う有利子負債を除くと、前期末と比較して約18億円
減少し158億円となりました。 
 
 

こうした状況を踏まえ、期初に発表しました2013
年3月期の通期業績計画を上方修正いたしました。 
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当期業績計画の修正について、ご説明いた
します。 
 

前述のとおり、当第3四半期累計期間にお
いて受注組数並びに挙式披露宴単価が堅調に
推移していることに加え、2012年12月に
(株)ブライズワードを連結子会社化したこと
により、期初（2012年5月11日）に発表い
たしました2013年3月期の通期業績計画を上
方修正いたしました。 
 

修正内容は下記のとおりです。 
（括弧内は、期初発表計画比） 
 

売上高 
営業利益 
経常利益 
当期純利益 
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連結損益計算書の概要をご説明いたします。 
 

当第3四半期累計期間（以下、第3四半期）は、
売上、利益ともに計画を上回る推移となり、 
前年同期に対し増収増益となりました。 
 

今期より3ヵ年中期経営計画「153P」（2012
年2月3日発表）を開始し、成長戦略に舵をきっ
ております。上半期からの直営店を中心とした
好調な受注進捗を引き継ぎ、第3四半期も直営
店、プロデュース型ともに順調に推移し、計画
を上回る業績となりました。 
 

売上高は過去最高の38,215百万円となり、前年
同期と比較して2,624百万円増加、7.4%の増収と
なりました。 
 

また、引き続き成長投資を行う一方で、コスト
の効率化を推進し、販管費は、18,411百万円
（前年同期比+797百万円）となり、販管費率は
前年同期と比較して1.3pt低下しました。 
 

その結果、営業利益は2,027百万円（前年同期
比+487百万円、31.6%増）、経常利益は1,710百
万円（前年同期比+550百万円、47.4%増）、四半
期純利益は876百万円（前年同期比+578百万
円、193.8%増）となりました。 
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事業セグメント別の売上高及び売上シェア
の推移についてご説明いたします。 

 

中期経営計画「153P」では3つの成長戦略
を掲げ推進しております。 

 

一つ目は「直営店舗の強化」ですが、同事
業は連結売上高の80%を超える主力事業であ
り、順調に増収を確保しております。 

 

二つ目は「海外戦略の加速」ですが、アジ
アの婚礼プロデュース及びリゾートウェディ
ングは取扱組数が増加し、連結売上高の8.8%
のシェアとなりました。なお、中期経営計画
最終年度には同シェア10%超を計画してお
り、順調に拡大が進んでおります。 

 

三つ目は「ホテル婚礼受託事業の拡大」で
すが、ホテル提携数の拡大により、連結売上
高の5.7%のシェアとなりました。 

 

引き続き、直営店舗の強化を進めるととも
に、成長領域である「海外」及び「ホテル婚
礼受託」のシェア拡大を図ります。 
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続きまして、国内ウェディング事業についてご
説明いたします。 
 
直営店において、当社は真のオリジナルウェ
ディングを“One Heart Wedding”と掲げ追求する
ことで差別化戦略を推進しております。当第3四
半期は、取扱組数が前年同期と比較して4.6%増
の7,609件と過去最高となりました。また、挙式
披露宴単価は受注進捗が順調であったことと商
品力強化により前年同期と比較して40千円増の
4,024千円となり、5期ぶりの400万円超えとなり
ました。 
 

その結果、売上高は30,626百万円（前年同期比
+1,376百万円）となり、4.7%の増収となりまし
た。 
 
プロデュース型は、特にホテルの婚礼受託事業
の拡大を推進しております。 
 

当第3四半期は、主にホテルの受注組数の拡大
により、取扱組数は前年同期と比較して24.3%増
の751件となりました。平均単価はホテルの取扱
シェアが高まったことにより、前年同期と比較
して75千円増の2,917千円となりました。 
 

その結果、売上高は2,170百万円（前年同期比
+444百万円）となり、25.7%の増収となりました。 
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続きまして、海外・リゾートウェディング
事業についてご説明いたします。 
 

リゾートウェディングは販売網拡大の成果
により躍進を続けており、取扱組数が増加し、
引き続き主力であるハワイ、グアムが好調に
推移しました。 
 

なお、ハワイ「モアナ サーフライダー 
ウェスティンリゾート＆スパ」内に2010年3
月にオープンした、自社チャペル「ザ・モア
ナチャペル」は、ハワイにおける挙式件数が
最多の実績を誇っております。 
（リクルート社「ゼクシィ海外ウェディング
調査2012」調べ）  
 

アジア婚礼プロデュースは、主に中国で展
開をしておりますが、ターゲットとなるアッ
パー層に高いクオリティが認知され始め、受
注が順調に進捗しております。またこれまで
受注してきたパーティが施行時期を迎え、売
上高の増加に寄与しはじめております。 
 

これらにより、当第3四半期の海外･リゾー
トウェディング事業の売上高は前年同期と比
較して14.3%増の3,369百万円（前年同期比
+420百万円）となりました。 
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売上総利益及び営業利益に係る項目につい
てご説明いたします。 
 

売上総利益は、売上拡大により、前年同期
と比較して1,285百万円増加し、20,439百万
円となりました。 
 

今期は、3ヵ年中期経営計画「153P」を達
成するための人材やハード・ソフトの強み創
りといった事業基盤投資や、新規出店、新規
提携及び海外戦略の強化などの成長投資を
行っております。一方で、エリア制導入に伴
うきめ細かい広告戦略の実施やWEB戦略の強
化による広告宣伝費の低減、そして不動産の
契約見直しによる地代家賃等の削減など、コ
ストの効率化を進めました。 
 
その結果、販管費は18,411百万円（前年同
期比+797百万円）となり、販管費率が前年
同期と比較して1.3pt（49.5%→48.2%）低下
しました。 
 

これらにより、営業利益は2,027百万円
（前年同期比+487百万円）となり、31.6%の
増益となりました。 
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経常利益及び四半期純利益に係る項目につ
いてご説明いたします。 
 

営業外損益の内訳となりますが、有利子負
債の削減、金利の低減により支払利息が前年
同期と比較して87百万円減少（前年同期比
23%減）しました。 
 

その結果、経常利益は前年同期と比較して
47.4%増の1,710百万円（前年同期比+550百
万円）となりました。 
 

また、四半期純利益は前年同期と比較して
193.8%増の876百万円（前年同期比+578百
万円）となりました。 
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連結貸借対照表の資産の部の解説です。  

 

当第3四半期末における総資産は前期末と
比較して2,535百万円増加し、45,925百万円
となりました。   

 

(株)ブライズワードの連結子会社化に伴う
総資産の増加額は5,153百万円となります。
主な内訳は、有形固定資産が3,478百万円の
増加、のれんが527百万円の増加となりま
す。なお、(株)ブライズワードの連結子会社
化を除く総資産は2,617百万円減少しており
ます。 

 

また、その他の主な増減については、投資
その他資産が1,378百万円減少しておりま
す。減少の要因は、主にリース料及びリース
物件買取と保証金の相殺による敷金及び保証
金の減少です。 

 
153Pでは成長を実現させつつも、資産を
効率化することを方針としており、今後も計
画的に推進してまいります。 



連結貸借対照表の負債・純資産の部の解説
です。 
 

当第3四半期末における(株)ブライズワー
ド及び同社取得に伴う有利子負債の合計額
（以下、BW社関連有利子負債）は33億円で
あります。 
 
その結果、有利子負債残高は前期末と比較
し15億円増の191億円となりました。なお、
BW社関連有利子負債を除く残高は、前期末
と比較し18億円減少の158億円となりまし
た。 
 
また、2013年3月期末における有利子負債
残高は、BW社関連有利子負債を除き、前期
末と比較し16億円強の削減を推し進めてま
いります。 
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2013年3月期重点施策についてご説明いた
します。 
 

直営店舗の強化として、新規出店・M&A戦
略を推進しておりますが、(株)ブライズワー
ド（愛知県名古屋市）の株式を取得し、連結
子会社化いたしました。また、都内ハウス
ウェディング施設の営業権を取得し、「ヴィ
クトリアガーデン恵比寿迎賓館」（東京都渋
谷区恵比寿）として運営を開始いたしまし
た。 
 

ホテル婚礼受託事業においては、ホテルの
提携数の拡大を推進しておりますが、新たに
「ザ クラウンパレス新阪急高知」の婚礼運
営受託を開始いたします。 
 

海外戦略では、アジア婚礼プロデュースの
拡大を進めておりますが、上海5つ星ホテル
との業務提携を実現し、また新たに深圳・台
湾に現地法人を設立予定であり、海外展開を
加速します。 
 

海外・リゾートウェディングにおいては、
新たな拠点として、シェラトン・ワイキキ・
ホテル内にチャペルをオープンします。 
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2012年12月に、施設再生に強みがあるホ
テル、ウェディング運営企業「(株)ブライズ
ワード」の株式を60.6%取得（取得金額940
百万円）し、連結子会社化しました。 

 
2012年12月期における同社の事業規模は
次のとおりとなります。 

 
   売上高  
   営業利益 
   経常利益 
   当期純利益 
 
当期での業績改善は、取扱組数が増加した
こと（前年対比9%増の1,547件）、ドレスを
中心とした内製化の推進が寄与したこと、及
び新店開業費用負担が軽減されたことが要因
となっております。その結果、収益性が改善
し、営業利益率は7.1%に回復しております。 
 

2013年3月期の当社連結損益への影響は、
同社の2013年1月～3月に限定されますが、
2014年3月期より通年寄与となり、売上、利
益とも押し上げる要因となります。 
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6,742百万円 
 477百万円 
 416百万円 
 264百万円 



(株)ブライズワードの施設概要についてご
紹介します。 

 

再生施設、歴史的建造物及び複数バンケッ
トの合計6施設を運営しております。 

 

同社の強みは、それぞれの施設の特性に合
わせ、コンセプト、デザインを設計、同一施
設内でウェディング、ホテル及びレストラ
ン・カフェなどの複合業態を一体運営するノ
ウハウにあります。 
 

代表的な例をご紹介いたします。 

アルモニーアンブラッセ（大阪市）は、安藤
忠雄氏設計のラグジュアリーホテルとウェ
ディングを一体にしたウェディングホテルで
す。ミシュランガイド2013「京都 大阪 神戸 

奈良」において､開業から3年連続で「3レッ
ドパビリオン（非常に快適の中でも特に快
適）」の評価をいただきました。 

 

また、アルモニービアン（長野県松本市）
は、「登録有形文化財」にも登録された歴史
的建造物のリノベーション施設です。 
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両社のシナジー効果についてご説明いたし
ます。 

 

今回の連結子会社化は、T&Gと(株)ブライ
ズワードが持つ強みを活かし、今後の成長戦
略において、事業領域の拡大と収益力の向上
を実現させてまいります。 

 

具体的には、(株)ブライズワードの再生事
業やリノベーション力を取り込むことでT&G

グループ全体の新規店舗開発力が強化される
とともに、ホテル運営のノウハウを活用する
ことで、婚礼のみならず、宿泊、宴会、レス
トラン部門を含めた受託事業の拡大が可能と
なります。 

 

また、当社グループの15,000組と、(株)ブ
ライズワードの1,500組を合わせたスケール
メリットの実現や、インフラやオペレーショ
ンの共通化、原価・コスト低減、及び人材交
流やノウハウ共有等による人材の活性化が可
能となり、収益力の向上が実現できるものと
考えております。 
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東京都渋谷区恵比寿にあるハウスウェディ
ング施設の営業権を取得し、新たに「ヴィク
トリアガーデン恵比寿迎賓館」として2013
年2月より運営を開始いたします。 
 

「ヴィクトリアガーデン恵比寿迎賓館」
は、恵比寿駅から徒歩3分の好立地に位置し
た完全貸切のハウスウェディング施設です。
当施設の運営にあたっては、当社の運営ノウ
ハウを投入し、新たなコンセプトの打ち出
し、広告戦略の強化、施設のリニューアルな
どにより、業績の拡大を目指します。 
 

今後も直営店舗を強化する戦略の中で、当
社グループの持つ運営ノウハウや、スケール
メリットなどを活かした既存婚礼施設の再生
にも積極的に取り組んでまいります。 
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高知市内で最大級のホテル「ザ クラウン
パレス新阪急高知（旧高知新阪急ホテル）」
（高知県高知市）と提携し、3月より婚礼事
業を受託することが決定いたしました。 

 

同ホテルは、高知新阪急ホテルとして
1985年に開業し、2013年1月にHMIホテルグ
ループ※のもと、新たなブランドとしてオー
プンいたしました。今後、同ホテルにおい
て、館内リニューアルが予定されており、
T&Gが婚礼事業を受託することで、婚礼事業
における様々なノウハウを投入し、業績向上
を実現してまいります。婚礼部門の強化によ
り、ホテル全体の再生を支援し、地方経済の
活性化に繋げてまいります。 

 

今回のようなホテル再生企業との提携によ
る受託事例はホテル婚礼受託事業拡大の有効
な手段の一つと捉えております。今後も幅広
い提携を志向し、更なる事業の拡大につなげ
てまいります。 

 
※運営を行うHMIホテルグループは、7つのブ
ランドのもと全国51のホテル・旅館と、6カ
所のスポーツ＆カルチャー施設を運営してお
ります。 
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海外戦略について、ご説明いたします。 
 

アジアの婚礼プロデュース事業は、現在上
海を中心に展開しております。すでに上海で
は現地法人を設立し、営業拠点となるサロン
を出店、また5つ星ホテルとの提携を進めな
がら、アッパー層をターゲットとした婚礼プ
ロデュースの実績を積み重ねております。
2012年10月には創設以来初めて単月黒字を
実現いたしました。 
 

こうした上海での実績を活かし、深圳、香
港、台湾を拠点に婚礼プロデュースを開始し
ます。それに伴い、深圳、台湾に新たに現地
法人を設立（2013年春設立予定）し、アジ
ア展開を加速してまいります。 
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2013年6月、米国ハワイ州ホノルル市の中
心にある名門ホテル「シェラトン・ワイキキ
・ホテル」の施設内に自社チャペル「ザ・マ
カナチャペル」をオープンいたします。 

 

「ザ・マカナチャペル」は、世界に名高い
ワイキキビーチの目の前に位置し、美しい自
然と名門ホテルの行き届いたおもてなしによ
り、ご新郎ご新婦のみならずゲストの方々に
も思い出深い感動的なウェディングを提供い
たします。 

 

前述のとおり、ハワイの既存施設「ザ・モ
アナチャペル」は、ハワイにおける挙式数最
多を誇っております。今回の「ザ・マカナチ
ャペル」のオープンにより、ハワイにおける
圧倒的なシェアを確立してまいります。 
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この度、上海の5つ星ホテル「パーク ハイ
アット上海」、「ザ・リッツ・カールトン上
海-浦東」、「フォーシーズンズホテル上海
浦東」（全て中国上海市）と業務提携をいた
しました。 
 

中国でT&Gがプロデュースする挙式披露宴
の多くはこうした著名なホテルを会場として
おりますが、 この度の提携はT&Gのクオリ
ティの高さが評価され、実現したものと考え
ております。 
 

５つ星ホテルとの提携は、2011年5月の
Hilton Hotels Corporationの「コンラッド三亜
海棠湾」及び「ダブルツリー・バイ・ヒルト
ン三亜海棠湾」（ともに中国海南島）に続き、
計5軒となります。 

 

今後も、こうしたT&Gのブランドイメージ
の確立を図り、ホテルや有名ブランドとの連
携による事業の拡大に繋げてまいります。 
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すでに公表しているとおりですが、153P
の目標数値について、改めてご説明いたしま
す。 
 

153Pでは、成長と財務基盤の強化の両面
を重視し、健全なる成長を目指しております。 
 

最終年度である2015年3月期において、 
売上高600億円、営業利益は48億円（営業利
益率8%）、当期純利益25億円の達成を目指
します。 
 

また、投資効率性を重視した経営を推進い
たします。「ROCE」を重要指標として設定し、
18%への向上を目指します。 
 

これにより、自己資本比率50%、有利子負
債は130億円を目指し、財務基盤の強化を図
る計画であります。 
 

※153P： 創業『15』年目からの 
    『3』ヵ年中期経営計画（『P』lan） 
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153P成長イメージと重点戦略について、
ご説明いたします。 
 

連結売上高600億円を実現するため、3つ
の成長戦略に取り組んでおります。 
 

一つ目は、「直営店舗の強化」です。ここ
では、差別化戦略として“One Heart 
Wedding”の追求を推進してまいります。ま
た、シェア拡大と事業基盤強化を目的に、投
資額を倍増させ、新規出店及びM&Aを積極的
に実施いたします。 
 

二つ目は、「ホテル婚礼受託事業の拡大」
です。第2の柱事業として育成し、売上高50
億円規模を実現いたします。 
 

三つ目は、「海外戦略の加速」です。アジ
ア婚礼プロデュース拡大とリゾートウェディ
ングシェア拡大により、連結売上高における
構成比を10%強にまで成長させます。 
 

また、財務戦略として「強固な財務基盤の
構築」を実現いたします。フリー・キャッ
シュ・フロー拡大により、計画策定時となり
ますが、2011年3月期末比30%強の有利子負
債の削減（残高130億円）を実現いたします。 
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当期における連結売上高の153P進捗状況
についてご説明いたします。 
 

前述のとおり、直営店、プロデュース型及
び海外事業が順調に拡大したことに加え、
(株)ブライズワードの連結子会社化に伴う業
績寄与により、売上高は525億円の見通しと
しております。 
 

当期の(株)ブライズワードの業績寄与は
2013年1月～3月に限定されますが、2014年
3月期は通年寄与となります。仮に2012年4
月～12月の実績を単純に加え、年間実績で
寄与したと見做した場合、153P目標の同売
上高600億円に対する進捗率は約95%となり
ます。 
 

すでに公表しておりますホテル婚礼受託案
件、恵比寿の会場受託案件、ハワイの出店案
件なども次期以降の売上高の押し上げ要因と
なる見通しであり、153P計画の前倒し達成
を目指してまいります。 



当社グループは、2020年度の目指す姿をT&G
「2020Target」として掲げ、「グローバルカン
パニーとしての地位確立」と「総合生活カンパ
ニーへの進化」を実現し、当社連結売上高1,000
億円の達成を目指しております。 
  
その達成に向け3段階の3ヵ年中期経営計画で
実現を目指す計画であります。 

 
第一次中期経営計画である153Pにおいて、前
述のとおり施策が奏功し、当初計画を上回る
ペースで進捗しております。 

 
その結果を踏まえ、「2020Target」に向けた
施策を加速させます。 

 
一つ目は「グローバルカンパニー」の実現に向
け、第2次中期経営計画で掲げる「海外展開の本
格化」を前倒しで実施し、展開するエリアの拡
大を進めます。 
 
また、レストランウェディング、ハウスウェ
ディングから、ホテル、再生・歴史的建造物ま
で領域を広げるとともに有名ブランドイベント
企画、ホテル及びレストランの運営も手掛けて
おります。今後もこのようにブライダルの領域
から拡大し、「総合生活カンパニー」に向けた
布石も加速させてまいります。 
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2013年3月期の配当予想をご説明いたしま
す。 

 

当社グループは、企業の継続的な成長を実
現するための投資を行いつつ、株主の皆様へ
の利益還元を適正かつ安定的に行うことを基
本方針に掲げております。 

 

今期の配当予想につきましても、上記の基
本方針に則り、2012年3月期と同水準となる
１株当たり100円の年間配当を予定しており
ました。 

 

今回、当第3四半期連結累計業績及び通期
業績見通しを勘案し、今期の期末配当金につ
きまして、当初予想より20円増配の１株当た
り120 円に修正することといたしました。 
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